
 

令和８年３月 竜南小学校・静岡市緑地政策課 

みんなで考えよう！「竜南雨坪公園ルールづくり会議」のご報告 

２月３日（火）、竜南小学校の体育館で、地域の皆さんや竜南小の 6年生、市役所が集まり、 

「竜南雨坪公園ルールづくり会議」が開催されました。 

この会議は、公園を使うみんなが、これからも楽しく過ごすためのルールを自分たちの考えで 

話し合う「参画（さんかく）」の場として開催されました。 

 

１. 会議の目的：まずは公園に対する思いの「共有」 

今回の会議の目的は、公園に関わる皆さんがどんな思いを 

持っているかを知る「共有」です。会議を始める前に３つの 

大切なことについて説明がありました。 

①ルールを決めるまでの道のり: みんなで使う公園のルールを 

決めるには、お互いの意見を話し合い（共有）、みんなが納得 

できるものにしていく（合意）ことが重要であること。  

②今日が第一歩:今回だけで公園のルールを決めるのではなく、 

まずは大人も子どもも一緒になって考える場であること。 

③この場の大切さ: 子どもたちが自分の考えを地域の大人や 

市役所に伝え、一緒に話し合うことができる場として、 

とても大切な場で、市内の公園でも珍しい取組であること。 

 

２. 竜南雨坪公園のいま（公園の状況や事前アンケート結果について） 

会議のはじめに、公園の現状や事前アンケートの結果について報告がありました。 

• 公園の現状: 雨坪公園ができてから約 40年。公園が今でもとても綺麗に保たれているのは、 

市役所だけではなく、自治会（公園愛護会）や太極拳クラブ、竜南小学校などの地域の皆さんが

清掃に関わってきた愛された公園であることの説明がありました。 

• 事前アンケートで見えた課題: 多くの人が公園を大切に思っている一方で、「ゴミの放置やマナ

ー」「ボール遊びのルール」など、大人も子ども気持ちよく過ごせる公園づくりに向けて、いく

つかの困りごとがあることも分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

会議の様子 

竜南雨坪公園（南側） 公園の禁止看板 事前アンケート結果（会議で話したいこと） 
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３. ６年生による３つのテーマ提案 

竜南雨坪公園について、６年生が自分たちで調べた課題と具体的な 

解決策を発表しました。 

① 排水路の安全 

• 現状: 排水路の中に人が入ったり、ボールが入ったりして危ない。 

• 提案: ポスターを貼る、しっかりした柵に変える、ネットを張る 

校内放送で立ち入らないよう呼びかける等、危険を減らす工夫をする。 

② ゴミを減らすアイデア 

• 現状: 茂みやベンチの周りにお菓子や飲み物のゴミが捨てられている。 

• 提案: 看板やポスターで「ゴミ袋を持とう」と呼びかけたり、小学校の 

行事で「ゴミ拾い大会」を開き、みんなで綺麗にする。 

自分たち小学生も公園で遊ぶ時に積極的にゴミ拾いをする。 

③ ボール遊びのルール 

• 現状: 野球などのボール遊びがなぜダメなのか、理由が分からない 

ので、公園でどう遊んでいいか迷ってしまう。 

• 提案: 他の人も気持ちよく使えるように、まずルールづくり。 

その具体として、ボールでの遊び方を考える。禁止事項だけでなく 

「やっていいこと」や「その理由」も入れたイラスト付きの看板を作る。 

 

４. 参加した地域の人や児童からの声 

話し合いに参加した大人たちからは、「真剣に地域や公園のことを考えて提案してくれたことが

伝わった」「子どもたちもぜひ地域の行事など参画してほしい」という意見がありました。 

また、子どもたちからは、「自分たちが話し合ったことを聞いてもらえたこと、地域の方の意見

を聞けて良かった」という感想がありました。 

 

５. おわりに 

会議の開催後、竜南町自治会・竜南小・市緑地政策課が 

話し合い、子どもたちから提案のあったポスターの一部を 

実際に竜南雨坪公園で掲示することができました。 

これからも、地域の皆さんが大切に守ってきた公園が、 

より一層、地域の宝物として愛される場所になるように、 

子どもたちや地域の方の声を反映したいと考えています。 

 ご協力いただいた皆様に、心より感謝申し上げます。 

 

本回覧に関するお問い合わせ: 静岡市立竜南小学校 TEL：054-246-3061 （教頭 秋山） 

静岡市緑地政策課  TEL：054-221-1432 （担当 曾根・山﨑）  
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発表の様子 

発表の様子と 

ボール遊びのルール案 

＼子どもたちが考えたポスターが実現／ 


